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【公表番号】特表2013-502151(P2013-502151A)
【公表日】平成25年1月17日(2013.1.17)
【年通号数】公開・登録公報2013-003
【出願番号】特願2012-524700(P2012-524700)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ  13/04    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ａ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月12日(2013.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　立体プロジェクションシステムで使用するための複数の立体画像ペアに対してクロスト
ーク補償および差分歪み補償を提供するための方法であって、
　（ａ）立体画像ペアの第１の画像および第２の画像の投影に関連する少なくとも１つの
差分歪みに基づいて、歪み補償変換を判定するステップと、
　（ｂ）残留差分歪みに関連する不確実性および投影された画像空間内の領域に対するク
ロストークパーセンテージに従って、クロストーク補償を前記複数の立体画像ペアに適用
するステップと、
　（ｃ）前記歪み補償変換を前記複数のクロストーク補償済みの立体画像ペアに適用し、
差分歪み補正を有する前記複数のクロストーク補償済みの画像ペアを含む立体表現を作製
するステップと、
　を含む、前記方法。
【請求項２】
　ステップ（ａ）は、
　測定、推定、および計算の少なくとも１つを実行することにより、前記少なくとも１つ
の差分歪みを判定するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記クロストークパーセンテージに部分的に基づいて、前記立体画像ペアの前記第１の
画像内の少なくとも１つの画素に対するクロストーク値を判定するステップと、
　前記少なくとも１つの画素に対する前記クロストーク値に基づいて、前記クロストーク
補償を判定するステップと、をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記クロストーク値の前記判定するステップは、前記立体画像ペアの前記第２の画像に
ぼかし関数を適用するステップをさらに含む、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　前記残留差分歪みに関連する前記不確実性は、前記ぼかし関数内のパラメータである、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ぼかし関数はガウス関数である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ステップ（ｂ）は、測定および計算の少なくとも１つにより、投影された画像空間内の
前記領域に対する前記クロストークパーセンテージを判定するステップをさらに含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の立体画像ペアは、フィルムおよびデジタル画像ファイルの１つに提供される
、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　立体プロジェクションシステムで使用するための複数の立体画像ペアにおいて、クロス
トーク補償および差分歪み補償を提供する方法であって、
　（ａ）第１の立体画像ペアの第１の画像および第２の画像の投影に関連する少なくとも
１つの差分歪みに基づいて、歪み補償変換を判定するステップと、
　（ｂ）残留差分歪みに関連する不確実性および投影された画像空間内の領域に対するク
ロストークパーセンテージに従って、少なくとも１つのクロストーク補償を前記第１の立
体画像ペアに適用するステップと、
　（ｃ）前記歪み補償変換を前記第１のクロストーク補償済みの立体画像ペアに適用し、
クロストーク補正および差分歪み補正を有する第２の立体画像ペアを作製するステップと
、を含む、前記方法。
【請求項１０】
　ステップ（ａ）はさらに、
　測定、推定、および計算の少なくとも１つを実行することにより、前記少なくとも１つ
の差分歪みを判定するステップをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ステップ（ｄ）で判定された前記クロストークパーセンテージに部分的に基づいて、前
記第１の立体画像ペアの前記第１の画像内の少なくとも１つの画素に対するクロストーク
値を判定するステップと、
　前記少なくとも１つの画素に対する前記クロストーク値に基づいて、前記少なくとも１
つのクロストーク補償を判定するステップと、をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記クロストーク値を前記判定するステップは、前記第１の立体ペアの前記第２の画像
にぼかし関数を適用するステップをさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記残留差分歪みに関連する前記不確実性は、前記ぼかし関数内のパラメータである、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ぼかし関数はガウス関数である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ステップ（ｂ）は、測定および計算の少なくとも１つにより、投影された画像空間内の
前記領域に対する前記クロストークパーセンテージを判定するステップをさらに含む、請
求項９に記載の方法。
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